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主な新型コロナウイルス関連事業
・ 新型コロナウイルス対策生活応援事業地域商品
券交付金 1,426万9千円

・ 新型コロナウイルス対策住民税非課税世帯臨時
特別給付金 7,120万円

・ホームページリニューアル業務委託料
1,045万円

・地域商品券交付金（町内事業所のみ利用可能）
5,460万5千円

・オリンピック記念会館トイレ等改修工事
1,080万5千円

総 務 課 関 係
・新庁舎建設工事（令和３年度分) 9億2,026万8千円
・湖東厚生病院運営費補助金 1,084万1千円
・八郎潟土地改良区事務所整備費補助金 1,125万4千円

建 設 課 関 係
・除雪委託料 1,642万4千円
・ふれあいロード橋補修工事委託料（JR委託工事分）

294万8千円
・ふれあいロード橋補修工事 2,653万3千円
・街灯管理事業 921万2千円

教 育 課 関 係
・通学児童バス定期券購入補助金 146万1千円
・スクールバス管理運営費 285万6千円
・学校給食費助成金（無料化） 1,564万5千円

町 民 課 関 係
・結婚祝い金事業（４組） 40万円
・出産祝い金事業（15人） 45万円
・ハザードマップ作成業務委託料 114万2千円
・防災行政無線外子局改良工事 2,310万円

福 祉 課 関 係
・社会福祉協議会事務局職員設置費補助金

1,841万3千円
・介護保険特別会計繰出金 1億4,730万2千円
・施設型給付費（認定こども園運営給付費）

1億1,527万7千円

保 健 課 関 係
・福祉医療費 4,979万2千円
・各種予防接種委託料 2,923万1千円
・総合検診委託料 1,276万7千円

産 業 課 関 係
・移住支援助成金（７世帯19名） 47万4千円
・Hachi LAB補助金 1,950万円
・湛水防除事業負担金 1,363万7千円
・高岳地区ほ場整備事業費負担金 3,042万2千円
・多面的機能支払交付金 3,174万5千円

令和３年度

決算認定 大型予算の執行を適正と認定!!
一 般 会 計

実質収支額(黒字)　2億53万9,476円
●歳 入 総 額 ……………… 44億9,565万2,864円
●歳 出 総 額 ……………… 42億8,518万9,848円
●差 引 額 ……………………2億1,046万3,016円
●翌年度繰越財源 …………………………… 992万3,540円

歳出の主なもの（千円未満四捨五入）

八郎潟町議会だより第153号 （2）令和４年10月１日



主な財政指数
◆財政の分析 単位：％

３年度 ２年度 比較
経 常 収 支 比 率 ※1 83.1 88.5 △ 5.4
実 質 収 支 比 率 ※2 8.6 10.7 △ 2.1
公 債 費 比 率 ※3 7.8 8.5 △ 0.7
実質公債費比率 ※4 11.7 11.8 △ 0.1

◆地方債残高 単位：千円
３年度 ２年度 差　　引

地方債 3,329,164 3,022,189 306,975

◆基金残高 単位：千円
３　年　度 ２　年　度 差　　引

地 域 振 興 施 設 整 備 基 金 50,191 50,190 1
財 政 調 整 基 金 2,368,720 2,403,289 △ 34,569
奨 学 基 金 14,217 12,162 2,055
減 債 基 金 99,455 99,453 2
地 域 福 祉 基 金 70,200 70,198 2
ま ち づ く り 人 材 育 成 基 金 4,126 4,125 1
国 保 財 政 調 整 基 金 100,001 100,001 0
ふ る さ と 保 全 対 策 基 金 5,000 5,000 0
八郎潟町がんばれふるさと基金 15,294 14,732 562
介 護 給 付 費 準 備 基 金 22,694 19,694 3,000
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 4,226 2,547 1,679
公 共 施 設 解 体 基 金 7,601 2,600 5,001

合　　　　　　計 2,761,725 2,783,991 △ 22,266
※年度末現金保有高

◆各特別会計の決算 単位：千円
歳　　入 歳　　出 差　　引

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 929,565 743,196 186,369
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 84,207 82,476 1,731
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 305,340 300,594 4,746
介 護 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 勘 定 993,039 949,008 44,031
介護保険サービス事業勘定 4,486 4,486 0

※１　財政のゆとりを見る指標。75％を上回らないことが望ましい。
※２　純粋な収支を見るための指標。３～５％程度が望ましい。

※３　公債費と一般財源の関係を見る指標。10％を超えないことが望ましい。
※４　収入に対する地方債返済の割合を見る指標。18％以上になると県の許可が必要。

議案第32号 補 正 予 算
令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出に、それぞれ１億841万７千円を追加し、予算総額を38億6,360万５千円としております。

〈主なもの〉
  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
  44,266千円
 地域経済循環創造事業交付金返還金

  13,092千円

 地域商品券交付金 54,500千円
（町内事業所に使用を限定した１人あたり１万

円の商品券をすべての町民へ交付するもの）

 国庫支出金返還金 13,093千円
（じゅんさいプラント栽培事業廃止による）

 図書購入費 500千円
（石井商事株式会社様からの寄附金）

歳入 歳出

（3） 八郎潟町議会だより第153号 令和４年10月１日



一 般 質 問一 般 質 問

八郎潟町議会だより第153号 （4）令和４年10月１日

一一 般般 質質 問問９月定例会

５議員が町政に対し質問
　９月８日の本会議において一般質問が行われ、５議員が質問を
行いました。以下、質問・答弁の内容を要約してお伝えします。

◆ 質 問 者

村井　   剛 議員（一括質問一括答弁）
１、中羽立踏切冬期通行止に関し、町としてもＪＲに対

し、反対の申し入れを願う！

２、各界で活躍し、国・県等での表彰者も町の表彰式に

て紹介し、共に祝ってあげてはと思うが！

加藤千代美 議員（一問一答）

１、町の食料自給率と作物の作付バランスについて

２、中友商事について

３、八郎潟町環境保全会補助金について

小柳　　聡 議員（一問一答）

１、支援や助成の在り方とは

２、ふるさと納税返礼品の開拓は

３、物価高による給食への影響は

柳田　裕平 議員（一問一答）

１、町内会の区域制について

　（１）なぜ、町主導での取り組みは難しいのでしょうか

　（２）第６次基本計画・実施計画の協議ではどのように

　（３）新たに調査特別懇談会を設置してはどうか

金　　一義 議員（一問一答）

１、八郎潟町脱炭素型社会構築事業について

　（１）旧八郎潟小学校敷地に、イチゴ栽培にもみ殻ボイ

ラー使用について

　（２）イチゴ栽培事業実現と課題解決の方向性について

　（３）公有地・公共施設を中心とした、町内農地を活用

した太陽光発電事業の拡大について

一般質問とは
　一括質問一括答弁方式の場合、質疑は特別な場合を除き３回を超えることができな
い。一問一答方式の場合はこの規定は適用しない。
　また、延会、中止、又は休憩のため発言が中断したときは、会議の再開により前の
発言を続けることができる。



一 般 質 問一 般 質 問
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議員

村井　　剛

問

本
町
は
、
物
的
な
財
産

は
無
い
が
、
唯
一
貴
重
な
財

産
は
〝
人
〞
で
あ
る
。
し
か

も
、
各
界
・
各
分
野
で
活
躍

し
、
国
や
県
で
の
表
彰
式
で
、

そ
の
栄
に
浴
す
る
人
が
、
数

多
く
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
栄
誉
を
称
え
、
祝
っ
た

事
が
無
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
町
条
例
に
よ
る
表

彰
式
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

時
に
共
に
祝
っ
て
あ
げ
て
は

と
思
い
ま
す
。

町
長

国
や
県
の
表
彰
の
栄

に
浴
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て

は
、
町
の
広
報
や
議
会
の
行

政
報
告
等
で
、
そ
の
功
績
を

紹
介
し
て
い
る
。
町
表
彰
式

は
、
長
年
に
わ
た
り
町
発
展

に
尽
し
た
方
々
の
功
績
を
称

え
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

受
賞
者
の
功
績
に
対
し
、
敬

意
を
表
わ
す
意
味
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
表
彰
式
に

し
た
い
。

に
袋
小
路
が
発
生
し
、
緊

急
活
動
に
支
障
を
き
た
す
。

⑫
こ
の
程
、
石
井
浩
郎
氏
が

国
土
交
通
副
大
臣
に
就
任

し
た
。
県
の
猿
田
副
知
事

と
は
旧
知
の
仲
。
こ
れ
を

機
に
、
ア
ク
セ
ス
道
平
面

交
差
延
伸
に
向
け
、
更
な

る
運
動
の
展
開
を
図
る
絶

好
の
機
会
。
こ
の
問
題
の

進
展
が
、
中
羽
立
踏
切
問

題
も
解
決
に
向
か
う
。

以
上
の
事
か
ら
、
中
羽
立

踏
切
の
通
行
止
に
は
反
対
で

あ
り
、
こ
の
事
を
Ｊ
Ｒ
側
に

申
し
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

町
と
し
て
は
、
当
初

か
ら
〝
地
元
住
民
と
の
合
意

な
く
し
て
、
冬
期
通
行
止
に

は
同
意
で
き
な
い
〞
と
、
Ｊ

Ｒ
側
に
伝
え
て
い
る
。
今
後
、

羽
立
町
内
の
人
々
の
意
見
を

再
度
聞
く
事
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
今
出
さ
れ
た
意
見
を

言
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〝
通
行
止
〞
と
は
、
あ
ま

り
に
も
短
絡
的
で
あ
る
。

⑦
町
の
宅
地
分
譲
に
お
い
て

〝
ア
ク
セ
ス
道
の
延
伸
に

よ
り
、
利
便
性
が
一
層
増

す
〞
と
の
ふ
れ
こ
み
で
あ

っ
た
。
価
格
は
高
か
っ
た

が
、
将
来
に
期
待
し
移
り

住
ん
だ
。
踏
切
の
通
行
止

は
、
そ
れ
に
反
す
る
。

⑧
中
羽
立
踏
切
の
廃
止
問
題

は
、
55
年
程
前
に
昼
根
下

踏
切
と
共
に
提
起
さ
れ
、

昼
根
下
踏
切
廃
止
で
決
着

済
み
で
あ
る
。
今
後
、
全

面
廃
止
が
予
想
さ
れ
、
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
。

⑨
踏
切
前
後
の
道
路
が
、
少

し
の
改
良
で
、
一
層
安
全

に
通
行
で
き
る
。
迂
回
路

に
お
け
る
交
通
事
故
の
補

償
問
題
が
発
生
す
る
。

⑩
明
治
30
年
頃
、
鉄
道
の
布

設
に
あ
た
り
、
羽
立
町
内

の
屋
敷
跡
（
約
７
．
５
反

歩
）
か
ら
、
４
千
１
０
０

㎥
の
土
を
供
出
。
工
事
に

あ
た
っ
て
は
、
羽
立
町
内

の
人
々
の
徴
用
へ
の
協
力

（
２
千
２
０
０
円
／
日
位

の
低
賃
金
）
に
よ
り
で
き

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事

へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

⑪
袋
小
路
の
解
消
は
、
町
の

施
策
の
柱
で
あ
り
、
新
た

伸
計
画
で
は
、
中
羽
立
踏
切

廃
止
が
視
野
に
入
れ
ら
れ
て

い
た
が
、
運
輸
局
と
の
協
議

で
要
件
が
合
致
し
な
い
事
か

ら
断
念
し
て
い
る
。
こ
の
度

の
通
行
止
と
の
関
連
は
な
い
。

問

去
る
７
月
21
日
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
説
明
会

で
の
発
言
と
通
行
止
に
関
す

る
問
題
点
を
あ
げ
る
。

①
こ
の
踏
切
は
、
小
・
中
学

生
に
と
っ
て
、
学
校
に
近

く
き
わ
め
て
安
全
な
通
学

路
で
あ
る
。

②
他
の
利
用
者
の
日
常
生
活

に
お
い
て
人
の
流
れ
に
逆

行
す
る
不
便
な
町
内
と
な

る
。
特
に
、
車
を
運
転
出

来
な
い
老
人
は
困
惑
す
る
。

③
迂
回
路
と
な
る
道
路
は
狭

く
、
冬
期
に
は
、
ト
ラ
ブ

ル
の
あ
る
路
線
で
、
今
後
、

人
身
事
故
が
多
発
す
る
。

④
町
内
が
２
分
さ
れ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
支
障
を

き
た
す
。

⑤
明
治
35
年
、
一
日
市
〜
能

代
間
が
開
通
し
、
１
２
０

年
。
そ
の
間
、
他
町
内
の

人
の
脱
輪
事
故
１
件
。
そ

の
責
め
を
現
利
用
者
に
負

わ
せ
る
の
は
酷
で
あ
る
。

⑥
踏
切
の
安
全
対
策
が
、
即

６
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ
よ
り

〝
中
羽
立
踏
切
冬
期
通
行

止
〞
の
文
書
が
配
布
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
町
広
報
７
月
号
に

〝
同
通
行
止
の
お
願
い
〞
の

記
事
。
〝
町
と
し
て
、
地
域

町
内
に
説
明
も
な
く
同
意
し

た
の
か
〞
と
誰
も
が
思
い
至

っ
た
。

問

数
年
前
、
ア
ク
セ
ス
道

延
伸
関
連
で
〝
中
羽
立
踏
切

廃
止
〞
の
話
が
あ
っ
た
。
こ

の
延
伸
（
平
面
交
差
）
と
の

関
連
で
あ
れ
ば
、
受
け
入
れ

の
余
地
が
あ
る
が
、
こ
の
度

の
通
行
止
に
関
す
る
経
緯
を

問
う
。

町
長

Ｊ
Ｒ
に
よ
る
と
、

〝
踏
切
の
幅
が
狭
く
、
道
路

が
斜
め
に
交
差
し
て
い
る
所

で
、
全
国
的
に
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
踏
切
事
故
を
減

ら
す
安
全
対
策
と
し
て
、
中

羽
立
踏
切
が
そ
の
対
象
と
な

っ
た
。
将
来
的
に
は
、
廃
止

も
視
野
に
入
れ
、
試
験
的
に

冬
期
通
行
止
を
実
施
し
た

い
。
〞
と
の
事
で
し
た
。

ア
ク
セ
ス
道
平
面
交
差
延

“中羽立踏切通行止”に町としても
反対の申し入れを！

各
界
で
活
躍
し
、

国
・
県
等
で
の
表
彰

者
も
、
町
の
表
彰
式

に
て
紹
介
し
、
共
に

祝
っ
て
あ
げ
て
は
！

中羽立踏切（14区）
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議員

加藤千代美

町の食料自給率と
作物の作付けバランスについて

問
権
を
行
使
し
て
、
私
に
質

問
致
し
ま
し
た
。
議
会
広
報

に
も
で
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
大
切
な
こ
と
は
八
郎
潟
環

境
保
全
会
と
八
郎
潟
町
広
域

保
全
会
は
、
違
う
と
い
う
こ

と
を
申
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
令
和
２
年
度
の
八

郎
潟
町
環
境
保
全
会
と
令
和

３
年
度
の
八
郎
潟
環
境
保
全

会
は
会
長
も
組
織
の
中
味
、

仕
事
の
内
容
も
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
な
の
に
何
故
、
令

和
２
年
度
の
八
郎
潟
町
環
境

保
全
の
補
助
金
が
凍
結
さ
れ

て
い
る
の
か
。

町
長

係
争
中
な
の
で
答
弁

は
差
し
控
え
る
。

問

も
う
一
度
確
認
し
ま
す

け
れ
ど
も
、
令
和
２
年
度
の

補
助
金
と
令
和
３
年
度
の
補

助
金
、
八
郎
潟
町
広
域
保
全

会
の
設
立
問
題
は
、
ど
ち
ら

も
係
争
中
だ
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

産
業
課
長

係
争
は
２
年
だ

け
で
す
。

問

係
争
は
２
年
度
分
で
広

域
に
つ
い
て
は
、
係
争
中
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

産
業
課
長

広
域
と
い
う
こ

と
で
な
く
、
争
っ
て
い
る
の

は
八
郎
潟
町
保
全
会
の
方
で

す
。
八
郎
潟
町
広
域
環
境
保

全
会
で
は
な
い
。

問

６
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
中
友
商
事
が
ジ
ュ
ン
サ

イ
栽
培
か
ら
撤
退
し
た
と
い

う
報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、

何
が
一
番
の
原
因
で
あ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
撤
退
す
る
に

あ
た
っ
て
町
に
ど
の
よ
う
な

教
訓
を
残
し
た
の
か
ご
教
示

願
い
た
い
。

町
長

良
質
な
水
の
安
定
的

な
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
。

ま
た
、
水
量
の
確
保
が
で

き
れ
ば
栽
培
が
可
能
だ
と
思

っ
て
い
る
。

問

令
和
３
年
度
の
八
郎
潟

町
環
境
保
全
会
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
令
和

２
年
度
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を

説
明
願
い
た
い
。

町
長

係
争
中
な
の
で
答
弁

は
差
し
控
え
る
。

問

答
弁
は
、
差
し
控
え
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、

私
が
思
う
に
は
、
町
長
は
反

は
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

栽
培
に
本
町
の
土
壌
や
気
候

が
適
し
て
い
る
の
か
調
査
等

を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
収
穫
後
の
受
入
先
等
の

関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

産
業
課
長

ま
た
、
小
麦
が

適
し
て
い
る
か
否
か
は
土
壌

調
査
を
し
な
け
れ
ば
先
に
進

む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
ま

ず
調
査
し
て
か
ら
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問

（
２
）
町
の
自
給
率

戦
争
と
か
災
害
が
起
き
た

と
き
に
問
題
に
な
る
の
が
、

食
料
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
自
分
達
で
食
べ

る
も
の
は
、
自
分
達
で
つ
く

り
最
低
限
確
保
す
る
。
今
現

在
町
の
自
給
率
は
何
パ
ー
セ

ン
ト
か
検
討
し
た
こ
と
が
あ

る
か
。

米
の
自
給
率
は
達
し
て
い

る
と
思
う
が
、
そ
の
他
の
も

の
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と

が
あ
る
か
。

町
長

町
独
自
で
自
給
率
を

検
討
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
災
害
が
お
き
た
時
に
、

米
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
だ
と

思
う
が
、
野
菜
、
肉
、
魚
に

つ
い
て
は
外
か
ら
調
達
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問

（
１
）
減
反
政
策

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
た
こ
と
に
よ
り
減
反

政
策
を
見
直
す
時
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

米
が
余
っ
て
い
る
現
状
と
、

国
全
体
で
不
足
し
て
い
る

「
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」

等
を
栽
培
し
て
み
る
の
も
一

つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

国
で
は
、
今
後
５
年
間
で

一
度
も
水
を
張
ら
な
い
農
地

は
交
付
金
の
対
象
外
と
な
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
町
」
で
は
こ
の
報
道
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

る
の
か
。

ま
た
、
化
学
肥
料
の
高
騰
、

肥
料
の
品
不
足
等
で
来
年
度

の
栽
培
が
難
し
い
と
言
う
農

家
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
時

に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。

町
長

本
町
は
、
国
の
政
策

に
基
づ
い
て
政
策
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
本
町
独
自
で
減

反
政
策
を
見
直
す
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

問

八
郎
潟
町
環
境
保
全
会

と
八
郎
潟
町
広
域
保
全
会
と

ふ
た
つ
の
組
織
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

私
は
一
回
目
の
裁
判
の
時

に
裁
判
官
が
八
郎
潟
町
広
域

保
全
会
は
、
解
散
し
て
い
な

い
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い

ま
す
。
何
故
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
時
八
郎
潟
町
広
域

環
境
保
全
会
は
解
散
総
会
を

行
っ
て
い
な
い
。
こ
う
い
う

状
況
の
中
で
八
郎
潟
町
保
全

会
が
で
き
た
の
で
す
。

何
故
、
八
郎
潟
町
環
境
保

全
会
が
令
和
３
年
度
の
組
織

と
同
じ
で
あ
っ
て
、
令
和
２

年
度
の
補
助
金
が
何
故
で
な

い
の
か
、
係
争
中
だ
と
い
う
。

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。

産
業
課
長

全
て
か
ら
ん
で

い
る
係
争
中
の
事
案
で
あ
る
。

問

全
て
か
ら
ん
で
い
る
と

申
し
た
け
れ
ど
、
私
が
申
し

あ
げ
た
八
郎
潟
町
広
域
環
境

保
全
会
の
こ
と
も
か
ら
ん
で

い
る
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い

か
。

産
業
課
長

そ
の
と
お
り
で

す
。

中
友
商
事
に
つ

い
て

八
郎
潟
町
環
境

保
全
会
補
助
金

に
つ
い
て
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議員

る
ソ
フ
ト
に
よ
り
、
毎
日
の

献
立
に
つ
い
て
必
要
な
栄
養

価
を
学
年
毎
に
確
認
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
の
で
問
題
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

問

単
価
設
定
の
見
直
し
も

検
討
し
て
は
ど
う
か

教
育
長

現
段
階
で
単
価
の

見
直
し
は
し
ま
せ
ん
が
、
今

後
の
物
価
の
動
き
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
さ
ん
が
心
配
さ
れ
る
よ

う
な
他
自
治
体
の
交
付
金
使

用
の
例
も
あ
る
が
、
当
町
の

給
食
費
は
中
学
校
で
は
上
か

ら
３
番
目
の
値
段
で
、
小
学

校
は
10
番
目
ぐ
ら
い
の
ラ
ン

ク
に
あ
る
。
他
の
自
治
体
で

そ
れ
よ
り
も
単
価
の
低
い
所

は
値
上
げ
も
し
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
間
に
合
う
と
思

っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済

へ
の
影
響
が
続
く
中
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
関
連
で
原
油
高
に
も

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
食
料
品

や
日
用
品
の
値
上
げ
が
相
次

い
で
い
る
。

当
町
と
し
て
は
給
食
費
を

全
額
助
成
し
て
お
り
、
保
護

者
目
線
で
は
給
食
費
に
対
す

る
価
格
設
定
へ
の
関
心
は
低

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状

の
単
価
（
小
２
８
３
円
、
中

３
３
５
円
）
に
合
わ
せ
る
の

が
困
難
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り

ま
す
。
物
価
高
が
進
ん
で
い

る
現
状
で
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

問

原
材
料
費
高
騰
に
よ
る

影
響
は
、
ま
た
９
月
10
月
の

値
上
げ
に
も
対
応
出
来
る
見

通
し
は
あ
る
か

教
育
長

現
在
は
影
響
あ
り

ま
せ
ん
、
間
に
合
い
そ
う
な

感
じ
で
は
あ
り
ま
す
。

問

量
や
質
の
低
下
を
招
く

こ
と
な
く
栄
養
の
担
保
は
摂

れ
る
も
の
か

教
育
長

給
食
管
理
シ
ス
テ

ム
「
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ク
」
と

い
う
献
立
作
成
時
に
利
用
す

も
う
す
ぐ
年
度
を
折
り
返

す
時
期
に
差
し
掛
か
る
が
、

現
状
で
は
ア
イ
テ
ム
が
増
え

て
い
な
い
の
で
返
礼
品
の
開

拓
も
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
の
か
見
え
な
い
。

問

現
在
の
返
礼
品
開
拓
に

向
け
た
動
き
・
進
行
状
況
等

は町
長

新
た
な
返
礼
品
の
開

拓
に
つ
い
て
は
今
い
く
つ
か

の
商
品
を
考
え
て
お
り
関
係

事
業
者
と
折
衝
中
の
物
も
あ

り
ま
す
。
返
礼
品
に
な
っ
た

場
合
、
継
続
的
な
納
品
が
可

能
で
あ
る
か
、
商
品
に
見
合

っ
た
寄
付
金
額
の
設
定
が
返

礼
品
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
な
の
か
等
詰
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

問

運
営
代
行
業
者
に
対
し

て
事
業
者
の
情
報
は
ど
こ
ま

で
共
有
さ
れ
て
い
る
か

町
長

町
内
の
事
業
者
リ
ス

ト
は
運
営
代
行
業
者
と
共
有

し
て
い
る
。
各
事
業
者
の
情

報
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
打

ち
合
わ
せ
を
実
施
し
て
い
る
。

個
人
的
に
は
想
像
以
上
に
多

く
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し

た
。経

済
活
動
も
本
格
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
一

時
期
よ
り
は
回
復
傾
向
に
は

あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
前
の

水
準
に
は
ま
だ
及
ば
な
い
業

種
が
多
い
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。秋

田
県
の
自
宅
療
養
者
へ

の
給
付
金
が
無
く
な
る
こ
と

が
決
定
し
た
こ
と
も
受
け
、

大
き
な
枠
で
手
が
届
か
な
い

痛
み
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

支
援
策
を
検
討
す
る
際

に
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

情
報
を
収
集
し
施
策
を
展
開

し
て
ほ
し
い

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
が
配
分
さ
れ
る
と

各
課
に
周
知
し
、
対
応
事
業

の
提
案
を
募
集
し
て
交
付
対

象
事
業
を
決
定
す
る
。
最
終

的
に
実
施
計
画
を
提
出
す
る

際
は
各
課
か
ら
提
案
さ
れ
た

事
業
を
含
め
国
や
県
の
施
策

に
鑑
み
て
本
町
に
お
い
て
有

益
と
な
る
事
業
を
交
付
対
象

事
業
と
し
て
い
る
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域

経
済
の
疲
弊
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
今
ま
で
は
飲
食
需
要

の
減
退
、
会
合
そ
の
も
の
の

減
少
や
様
々
な
行
事
・
イ
ベ

ン
ト
に
関
わ
る
需
要
の
減
少

と
い
う
も
の
が
主
で
あ
り
ま

し
た
。
第
７
波
に
関
し
て
は

そ
う
い
っ
た
需
要
は
回
復
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
陽
性
者

や
濃
厚
接
触
者
が
増
え
て
営

業
で
き
な
い
お
店
や
企
業
が

増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
今
年
の
６
月

ま
で
に
経
産
省
で
出
さ
れ
て

い
た
事
業
復
活
支
援
金
で
す

が
、
八
郎
潟
町
で
は
56
事
業

所
が
申
請
し
た
そ
う
で
す
。

湖
東
３
町
商
工
会
よ
り
実
績

を
伺
い
ま
し
た
が
、
五
城
目

町
と
井
川
町
を
合
わ
せ
る
と

１
６
６
件
に
及
び
、
そ
の
８

割
以
上
の
申
請
が
「
50
％
以

上
の
減
少
で
あ
っ
た
」
と
い

う
点
、
ま
た
小
売
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
で
94
件
と
い
う
実
績

に
対
し
て
、
建
設
業
38
件
、

製
造
業
21
件
と
い
う
数
字
も

支援や助成の在り方とは

小柳　　聡

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
開
拓
は

物
価
高
に
よ
る

給
食
へ
の
影
響
は
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議員

町内会の区域制について

柳田　裕平

の
町
内
会
の
意
見
が
対
立
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

合
併
体
制
や
ル
ー
ル
づ
く

り
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

決
め
る
に
し
て
も
各
町
内
会

と
の
関
係
が
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
順

調
に
活
動
を
し
て
い
る
町
内

会
の
反
応
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

町
主
導
で
の
取
り
組
み
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

第
６
次
基
本
計
画
・
実

施
計
画
で
は
ど
の
よ
う
に
。

こ
の
町
内
会
の
再
編
に
つ

い
て
は
、
私
も
過
去
に
何
度

か
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
の
町
長
答
弁
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
の
第
６
次

基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
中

で
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
計
画
協
議
の
過
程
で

は
ど
の
よ
う
に
話
し
合
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長

計
画
に
は
町
民
と
行

政
が
協
働
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
て
お
り
、
住
民
や

各
種
団
体
な
ど
の
協
力
も
仰

ぎ
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

た
だ
、
な
か
な
か
名
案
が

ら
の
長
き
に
渡
る
町
内
会
制

で
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
問
題

点
が
出
て
く
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

行
政
運
営
の
柱
と
な
る
べ

き
町
内
会
制
で
す
が
、
い
ろ

ん
な
面
で
格
差
が
広
が
っ
て

い
る
の
も
現
実
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
町
当
局
と
し
て

町
内
会
制
の
現
状
把
握
に
努

め
、
そ
し
て
短
期
的
な
対
応

策
と
中
長
期
的
な
施
策
を
検

討
す
る
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

問

な
ぜ
町
主
導
で
の
取
り

組
み
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う

か
。「

必
要
で
あ
る
」
と
「
必

要
で
な
い
」
の
両
立
は
難
し

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
双
方
か

ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

妥
協
案
を
検
討
す
る
の
が
先

決
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

町
内
会
活
動
の
活
性

化
、
役
員
の
成
り
手
が
い
な

い
な
ど
、
様
々
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
町
内
会
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

町
が
主
導
し
て
再
編
を
進

め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

４
月
に
行
わ
れ
た
令
和
４

年
度
町
内
会
長
会
議
で
、
最

近
は
世
帯
数
及
び
人
口
の
減

少
は
如
実
に
表
れ
て
お
り
、

体
育
関
係
行
事
や
子
供
会
行

事
等
の
集
団
的
な
行
事
へ
の

参
加
が
困
難
と
な
る
事
態
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

町
内
会
長
制
の
再
編
が
必
要

な
時
期
に
達
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
の
で
、
ご
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
と
の
発
言
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

町
当
局
か
ら
は
、
平
成
29

年
に
実
施
し
た
町
内
会
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
中

で
、
見
直
し
が
必
要
で
な
い

と
答
え
た
町
内
会
が
15
町
内

会
で
、
見
直
し
が
必
要
と
し

た
町
内
会
が
12
町
内
会
で
あ

っ
た
こ
と
を
引
用
し
て
、
現

状
を
良
い
と
す
る
町
内
会
も

あ
る
中
で
町
が
主
導
し
て
再

編
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

は
難
し
い
と
の
説
明
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

昭
和
30
年
の
町
村
合
併
か

出
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

新
た
に
調
査
特
別
懇
談

会
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
３
年
度
で
の
行
政
区

調
査
特
別
懇
談
会
の
答
申
で

は
、
１
行
政
区
当
た
り
の
戸

数
は
50
戸
〜
70
戸
が
適
当
、

名
称
は
地
域
に
合
っ
た
名
称

が
望
ま
し
い
と
の
答
申
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

新
た
な
行
政
区
調
査
特
別

懇
談
会
を
設
置
し
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

町
内
会
の
合
併
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
の
町
内
会

長
会
議
で
議
題
と
し
て
取
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

町内会長会議の様子
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金　　一義

が
上
が
り
事
業
者
の
初
期
投

資
の
低
減
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
報
告
で
す
が
、
町
が
設

置
主
体
に
な
る
こ
と
は
想
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
町
で
は

旧
夢
プ
ラ
ン
事
業
な
ど
で
行

っ
て
い
る
補
助
金
の
協
調
助

成
を
想
定
し
て
い
る
。

問

公
有
地
・
公
共
施
設
を

中
心
と
し
た
、
町
内
農
地
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電
事
業

の
拡
大
に
つ
い
て
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
（
電
力
販
売

契
約
）
に
つ
い
て
、
報
告
書

の
Ｐ
47
に
あ
り
ま
す
我
が
町

の
公
有
地
で
太
陽
光
で
発
電

し
た
電
力
を
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業

者
と
契
約
す
る
こ
と
で
と
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
報
告
書
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
こ
の
方
針

で
進
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
文
面
に
あ
る
よ
う
に
事

業
者
の
目
安
が
あ
り
ま
す
か
。

町
長

町
と
し
て
は
、
報
告

書
に
あ
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
で

進
め
る
方
針
で
す
。
実
施
の

有
無
、
実
際
の
事
業
形
態
、

事
業
者
を
ど
の
よ
う
に
選
定

す
る
か
、
具
体
的
な
も
の
は

す
べ
て
白
紙
の
状
態
で
す
。

が
少
な
く
、
実
際
に
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
、

類
似
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

参
考
に
、
法
令
に
則
り
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
事
業
を
実
施
す
る
際
は
、

改
め
て
専
門
家
・
事
業
者
と

も
相
談
、
確
認
の
う
え
、
周

辺
環
境
に
は
害
を
及
ぼ
さ
な

い
形
と
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

基
準
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
機

械
の
使
用
を
町
で
許
可
す
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

イ
チ
ゴ
栽
培
事
業
実
現

と
課
題
解
決
の
方
向
性
に
つ

い
て
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
作
成
の

報
告
書
に
「
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
・
ハ
ウ
ス
等
」
の
設

置
へ
の
関
与
方
法
に
町
が
主

体
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
補

助
率
が
上
が
る
よ
う
な
場
合

町
が
主
体
的
に
事
業
に
関
わ

る
こ
と
で
、
初
期
投
資
の
低

減
に
つ
な
が
り
、
事
業
者
の

積
極
的
な
応
募
が
期
待
で
き

る
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
報

告
書
で
示
し
て
い
ま
す
が
町

も
事
業
に
出
資
す
る
考
え
な

の
か
。

町
長

「
町
は
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
等
の
設
置
を
し
た

い
と
な
っ
た
場
合
、
補
助
率

問

旧
八
郎
潟
小
学
校
敷
地

に
イ
チ
ゴ
栽
培
に
も
み
殻
ボ

イ
ラ
ー
使
用
に
つ
い
て
。

６
月
議
会
で
も
、
こ
の
問

題
を
質
問
し
ま
し
た
が
、
も

み
殻
の
燃
焼
時
に
燃
焼
灰
中

に
生
成
さ
れ
る
結
晶
性
シ
リ

カ
に
よ
る
、
肺
が
ん
発
症
の

リ
ス
ク
や
ス
ス
排
出
な
ど
の

問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
い
ま
、
町
で
事
業
を
展

開
し
よ
う
と
す
る
、
旧
八
郎

潟
小
学
校
敷
地
と
併
用
の
敷

地
で
す
が
、
す
ぐ
近
く
に
、

小
・
中
学
校
が
あ
り
、
ま
た

住
宅
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

我
々
町
民
の
健
康
を
害
し
て

ま
で
も
こ
の
計
画
を
遂
行
さ

れ
る
の
か
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に

焼
却
さ
れ
る
も
み
殻
の
消
費

量
は
２
８
０
ト
ン
の
使
用
量

で
す
。
町
民
が
常
に
よ
り
良

い
環
境
で
、
住
め
る
よ
う
に

配
慮
す
る
の
が
行
政
の
仕
事

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長

も
み
殻
バ
イ
オ
マ
ス

の
本
格
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
は
全
国
的
に
も
ま
だ
事
例

問

報
告
書
の
試
算
の
前
提

条
件
で
市
内
（
町
内
）
電
力

使
用
量
が
３
億
４
，
６
５
８

万
４
，
０
０
０
kw
／
ｈ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
数

字
が
適
正
か
説
明
を
し
て
く

だ
さ
い
。

町
長

本
当
に
大
変
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

電
力
需
要
量
の
数
値
、
こ
れ

は
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
完
全
に
総
研
さ
ん
の
ミ

ス
で
す
。
本
町
の
場
合
、
年

間
２
，０
６
３
万
８
，３
２
３

kw
／
ｈ
と
数
値
が
で
て
お
り

訂
正
し
ま
す
。

旧八郎潟小学校



税
務
課
関
係

国
民
健
康
保
険
税
の
収

納
率
が
下
が
っ
た
原
因
は
。

昨
年
度
か
ら
新
規
の
滞

納
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
現

年
度
優
先
で
収
納
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

教
育
課
関
係

特
別
支
援
学
級
間
仕
切

撤
去
工
事
に
つ
い
て
は
学

級
数
や
人
数
の
増
減
に
よ
り
、

そ
の
都
度
工
事
を
要
す
る
の

か
。

２
年
度
は
対
象
児
童
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
間
仕
切

り
を
設
置
し
た
が
、
３
年
度

は
対
象
児
童
が
減
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
利
便
性
も

考
慮
し
て
撤
去
し
た
も
の
で

す
。

学
校
給
食
助
成
金
に
つ

い
て
、
食
材
等
の
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
中
で
、
給
食
費

を
上
げ
な
く
て
も
運
営
で
き

て
い
る
理
由
は
。

食
材
に
関
し
て
は
地
元

農
家
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、

地
産
地
消
で
安
定
・
安
価
に

確
保
で
き
て
い
る
。
今
後
も

価
格
の
高
騰
が
続
く
よ
う
で

あ
れ
ば
値
上
げ
の
検
討
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

建
設
課
関
係

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
下
に

Ｊ
Ｒ
の
架
線
が
あ
る
が
、
Ｊ

Ｒ
で
な
い
民
間
業
者
で
施
工

で
き
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
町
施

工
範
囲
に
つ
い
て
は
架
線
に

影
響
の
な
い
範
囲
と
し
、
施

工
時
に
は
列
車
見
張
員
等
を

配
置
し
安
全
管
理
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

除
雪
関
連
で
堆
雪
場
の

土
地
借
用
に
つ
い
て
、
空
き

家
所
有
者
に
お
願
い
す
る
等
、

堆
雪
場
を
増
や
せ
れ
ば
除
雪

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

堆
雪
場
を
増
や
す
こ
と

に
つ
い
て
は
除
雪
会
議
で
も

話
が
あ
り
、
例
え
ば
冬
季
に

使
用
し
な
い
公
園
の
出
入
り

口
を
改
良
し
て
堆
雪
場
と
し

て
利
用
で
き
な
い
か
検
討
し
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
聞
き
取
り

等
を
し
て
い
る
段
階
で
す
。

総
務
課
関
係

役
場
新
庁
舎
建
設
事
業

に
つ
い
て
、
建
設
に
係
る
財

源
の
大
部
分
が
地
方
債
と
な

っ
て
い
る
が
、
将
来
の
公
債

費
の
推
移
や
財
政
状
況
は
ど

の
よ
う
な
見
通
し
か
。

令
和
３
年
度
の
起
債
額

は
約
８
億
２
千
万
と
過
去
最

大
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
債

費
に
つ
い
て
は
令
和
３
年

度
、
令
和
４
年
度
の
約
３
億

７
千
万
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

将来見通しは!?

決
算
特
別
委
員
会
審
議

報
告
者

広
報
編
集
委
員
長
　
　
　
小
柳
　
　
聡
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減
少
し
て
い
く
見
込
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
方

債
残
高
も
令
和
４
年
度
以
降
、

年
々
減
少
し
て
い
く
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。

普
通
交
付
税
が
増
額
と

な
っ
て
い
る
要
因
は
。

12
月
に
追
加
交
付
が
あ

り
ま
し
た
。
内
訳
は
臨
時
経

済
対
策
費
及
び
臨
時
財
政
対

策
債
償
還
基
金
費
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
７
千
万
強
の
交
付

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

令
和
３
年
度
か
ら
２
年
間
の

み
で
は
あ
る
が
地
域
デ
ジ
タ

ル
社
会
推
進
費
が
交
付
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

町
民
課
関
係

防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

機
器
使
用
賃
借
料
に
つ
い
て
、

カ
メ
ラ
を
増
や
す
場
合
は
ど

の
よ
う
な
対
応
と
な
る
か
。

個
人
宅
の
玄
関
を
映
さ

な
い
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
可

能
で
あ
る
。
商
店
街
で
あ
れ

ば
店
舗
の
人
の
出
入
り
の
問

題
等
も
あ
り
ま
す
。

産
業
課
関
係

湖
東
地
区
農
業
用
使
用

済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
適
正
処

理
負
担
金
の
支
出
は
量
に
よ

っ
て
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
農
協
が
農
家
か

ら
集
め
て
農
協
が
負
担
し
て

処
理
す
る
の
が
適
当
で
は
な

い
の
か
。

処
理
量
に
よ
っ
て
決
ま

り
、
農
協
が
事
務
局
と
な
っ

て
農
協
に
町
が
負
担
金
を
払

っ
て
お
り
ま
す
。

福
祉
課
関
係

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事

業
費
補
助
金
は
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
補
完
す
る
も
の

か
。

現
段
階
で
は
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
含
ま
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
町
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
へ
災
害
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を
お
願
い

し
た
経
緯
は
あ
り
ま
す
。

身
元
引
受
人
不
在
者
死

亡
葬
祭
費
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
町
で

葬
祭
費
を
負
担
し
た
の
か
。

民
生
委
員
か
ら
相
談
が

あ
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
対
象

者
は
入
院
を
し
て
お
り
先
が

長
く
な
い
上
、
一
人
暮
ら
し

の
方
で
身
元
引
受
人
が
い
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
亡
く

な
っ
た
際
の
費
用
に
つ
い
て

県
で
は
支
援
で
き
な
い
と
の

こ
と
か
ら
、
町
で
葬
祭
費
用

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

保
健
課
関
係

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料
、
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
対
応
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
と

あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
シ
ス

テ
ム
で
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
改
修
す
る
も
の
か
。

国
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

絡
み
の
改
修
に
な
り
ま
す
。

予
防
接
種
履
歴
等
を
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
閲
覧
可
能
に
な

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
と

な
り
ま
す
。

大型事業も大詰め!!
（11） 八郎潟町議会だより第153号 令和４年10月１日

各課との審議

浄水場（現地視察）



議会全員協議会 令和４年９月１日開催

［協議案件］　・ ９月定例会に提出する議案の主な
内容について

議決された条例の主な内容
●八郎潟町職員の育児休業等に関する条例
の一部改正
　法律の改正に伴い、一定の非常勤職員に係る育
児休業の取得要件の緩和や取得回数制限について
改正する。

●八郎潟町町税条例の一部を改正
　軽自動車の身体障がい者等の減免を受けようと
する者の利便性を図るため、減免申請書の提出期
限を「納期限の７日前まで」から「納期限まで」
とする。

議案等
・ 工事請負契約の締結について（八郎潟町立学校
長寿命化改良工事） ▶▶ 全員賛成可決

臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会第３回 令和４年６月28日開催

（令和４年）八郎潟町議会９月定例会
提  出  議  案  結  果  報  告

議案番号 審　議　案　件 結　果

承認第５号 令和４年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を
求めることについて 全員賛成承認

議案第30号 八郎潟町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成可決
議案第31号 八郎潟町町税条例の一部を改正する条例について 全員賛成可決
議案第32号 令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決
議案第33号 令和４年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決
議案第34号 令和４年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決
議案第35号 令和４年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 全員賛成可決
議案第36号 令和４年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第１号）  について 全員賛成可決
議案第37号 令和４年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第４号）について 全員賛成可決

認定第１号 令和３年度八郎潟町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成多数認定
（反対：北嶋賢子）

認定第２号 令和３年度八郎潟町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定
認定第３号 令和３年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定
認定第４号 令和３年度八郎潟町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定
認定第５号 令和３年度八郎潟町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 全員賛成認定
認定第６号 令和３年度八郎潟町上水道特別会計決算認定について 全員賛成認定

報告第６号 令和３年度八郎潟町一般会計等財政健全化審査及び令和３年度八郎潟町水道
事業会計経営審査について

報告第７号 令和３年度八郎潟町一般会計継続費精算報告書について
報告第８号 令和３年度八郎潟町上水道特別会計予算繰越計算書の報告について

はちらぼ調査特別委員会

月２回のペースで実施しています

みせっこあさみない視察

八郎潟町議会だより第153号 （12）令和４年10月１日



●

補
正
予
算
の
先
決
処
分

の
承
認

１
件

●

条
例
の
一
部
改
正
議
案

２
件

●

補
正
予
算
関
係
議
案３

件

◆
条
例
の
一
部
改
正

育
児
休
業
を
２
回
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、

期
間
は
年
度
内
か
。

分
割
取
得
に
つ
い
て

会
計
任
用
職
員
は
原
則
１

歳
ま
で
、
一
般
職
は
３
歳

ま
で
の
期
間
で
出
生
後
８

週
間
後
か
ら
２
回
取
得
が

可
能
に
な
る
。

◆
補
正
予
算
審
議

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ

る
林
道
関
係
の
被
害
は
激

甚
災
害
と
は
な
ら
な
い
も

の
か
、
ま
た
高
岳
山
の
登

山
道
は
ど
う
す
る
の
か
。

県
全
体
で
は
激
甚
災

害
指
定
と
な
る
が
、
今
回

の
被
災
箇
所
は
周

り
に
民
家
が
な
い

た
め
該
当
と
は
な

ら
な
い
、
高
岳
山

に
つ
い
て
は
補
助

事
業
を
活
用
す
る

方
向
で
県
と
協
議

中
で
あ
る
。

除
雪
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
研
修
費

を
予
算
計
上
し
て

い
る
が
、
新
規
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
応

募
や
受
講
見
込
み

は
。

広
報
で
募
集
し
た
結

果
、
２
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
追
加
が
あ
り
、
今
回

予
算
計
上
し
た
研
修
会
の

受
講
対
象
は
新
規
の
方
も

含
め
て
５
名
の
見
込
み
で

あ
る
。

総
務
産
業

常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
審
議

●

補
正
予
算
関
係
議
案４

件

◆
補
正
予
算
審
議

保
健
セ
ン
タ
ー
の
自

動
ド
ア
に
ど
の
よ
う
な
不

具
合
が
あ
っ
て
修
繕
す
る

の
か
。保

健
セ
ン
タ
ー
建
設

後
、
一
度
も
セ
ン
サ
ー

を
更
新
し
た
こ
と
が
な
く
、

セ
ン
サ
ー
の
不
具
合
で
開

閉
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な

い
こ
と
か
ら
修
繕
す
る
も

の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
派

遣
費
補
助
金
に
不
足
額
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
保
護

者
の
一
時
立
て
替
え
や
未

払
い
金
が
あ
っ
た
も
の
か
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の

全
国
大
会
出
場
に
伴
う
派

遣
費
は
約
60
万
円
で
10
万

円
ほ
ど
不
足
に
な
り
ま
し

た
。
ス
ポ
少
本
部
に
は
残

教
育
民
生

常
任
委
員
会

高
が
あ
り
ま
し
た

の
で
そ
れ
を
流
用

し
ま
し
た
が
、
立

て
替
え
や
未
払
い

は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。民

生
児
童
委

員
活
動
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
あ
ら

た
に
補
助
対
象
と

な
る
よ
う
な
活
動

の
追
加
な
の
か
。

当
初
予
算
で

は
前
年
度
予
算
を

も
と
に
計
上
し
ま

し
た
が
、
こ
の
た

び
補
助
単
価
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
た
め
追
加
し
た
も

の
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
機
器
を
国
に
返
却
し

て
、
新
た
な
機
器
を
購
入

す
る
と
の
こ
と
だ
が
同
じ

機
器
を
購
入
す
る
の
か
。

現
在
使
っ
て
い
る
機

器
の
貸
与
期
限
が
過
ぎ
た

こ
と
で
返
却
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
所

持
し
て
い
な
い
方
が
、
申

請
の
た
め
窓
口
に
来
た
際

に
必
要
に
な
る
た
め
、
も

っ
と
も
安
価
な
ス
マ
ホ
を

購
入
す
る
た
め
予
算
計
上

し
ま
し
た
。

学
童
保
育
の
登
録
は

現
在
何
名
か
。

登
録
児
童
数
は
１
２

０
名
ほ
ど
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
通
常
利
用
し
て
い

る
児
童
は
１
日
平
均
で
35

名
ほ
ど
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

（13） 八郎潟町議会だより第153号 令和４年10月１日



印刷：一日市印刷

比
較
的
涼
し
い
夏
か
ら
暑
い
秋

が
続
き
、
台
風
が
去
っ
て
よ
う
や

く
気
温
も
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。異

常
気
象
や
不
安
定
な
天
候
が

明
ら
か
に
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

災
害
と
い
う
も
の
が
ど
こ
か
遠
い

存
在
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
災
害
は

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な

い
時
代
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と

を
肌
身
で
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
７
月
の

一
夜
市
、
８
月
の
一
日
市
盆
踊
り
、

９
月
の
商
店
街
祭
り
等
が
あ
る
程

度
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
開
催

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
定
例
会

前
後
に
五
城
目
町
議
会
と
三
種
町

議
会
の
傍
聴
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

感
じ
た
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
熱
心
な
傍
聴
者
が

一
定
数
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

当
議
会
に
も
関
心
を
持
っ
て
傍

聴
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な

議
論
や
仕
掛
け
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
小
柳
）

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長

小
柳
　
　
聡

副
委
員
長

京
極

幸
村

委
　
　
員

加
藤
千
代
美

　
　
　
　
　
　
伊
藤

敦
朗

　
　
　
　
　
　
村
井
　
　
昇

　
　
　
　
　
　
伊
藤

秋
雄

議 会 の う ご き議 会 の う ご き

 １日 ウクライナ人道危機救援金贈呈式
   （議長　日赤秋田県支部）
 ５日 第２回　はちらぼ調査特別委員会
15日 志田千陽選手後援会設立総会 （議長）
19日 例月出納検査 （監査委員）
20日 第３回　はちらぼ調査特別委員会
25日 秋田県町村議会議員研修会
  秋田県町村議会議員広報研修会
26日～29日　決算審査 （監査委員）
28日 第72回南秋田郡連合婦人会大会 （議長）
31日 第８回図書館セミナー （議長）

7月  ５日 第４回　はちらぼ調査特別委員会
 ７日 スポ少ソフトボール全国大会結果報告会 （議長）
15日 成人式 （議長）
18日 例月出納検査 （監査委員）
25日 第５回　はちらぼ調査特別委員会
29日 議会運営委員会
  議会広報編集委員会

 １日 秋田県町村電算システム共同事業組合定例会
  町村長と町村議会議長との政策研究会 （議長）

8月

 １日 議会運営委員会
 ５日 第６回　はちらぼ調査特別委員会
７日～16日　９月定例会
20日 第７回　はちらぼ調査特別委員会
21日 例月監査 （監査委員）
22日 議会広報編集委員会 （校正）

9月

編
集
後
記

▼お問い合わせ▼
E-mail：gikai@town.hachirogata.lg.jp

委員長　小柳へ

掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体掲載希望団体

募集中募集中募集中募集中募集中募集中
ですですですですです

●各種団体のグループ(任意も含)
●スポ少や部活動のチーム
●特別な成果を挙げた個人等

ு͍ͬͯ·͢�私たؤ
ち

私た
ち

男子ミニバスケットボール少年団　　
キャプテン　畠山　大

そ ら
空（前列右から２番目）

　僕たち男子ミニバスケットボール少年団は、部員
14名で活動しています。
　少ない人数ですが、一人ひとりが目標を持って練習
に励んでいます。コートに立つ選手だけでなく、ベン
チで声を出してくれるコーチや仲間たち、応援してく
れる方々全員で闘っています。
　この大好きなチームでバスケットができるのもあと
少しです。
　みんなと一緒に少しでも長く活動できるよう、11
月の地区大会でまた優勝し、全県大会を目指します！
　そして、悔いが残らないようなプレーをする為に、
仲間を信じてチーム一丸となって頑張ります!!
　随時、部員募集中です！

八郎潟町議会だより第153号 （14）令和４年10月１日
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